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はじめに

本書は、SunTM UpdateManagerアプリケーションおよび SunUpdate ConnectionHostWebア
プリケーションを使用して SolarisTM 10オペレーティングシステムのアップデートを管理
する場合に起きる可能性のあるバグおよび問題について説明します。SunUpdateManager
アプリケーションおよび SunUpdate ConnectionHostWebアプリケーションは、SunSM

Update Connection System 1.0.8製品の一部です。本書は 1つの章で構成されています。

関連マニュアル
『Solaris 10リファレンスマニュアル』には、smpatchコマンド、sconadmコマンド、
patchsvrコマンドに関する情報が記載されています。本書の smpatch(1M)マニュアル
ページ、sconadm(1M)マニュアルページ、および patchsvr(1M)マニュアルページを参照
してください。

マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示してい
ます。

はじめに
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|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを指定
します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押します)。た
だし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは Control

キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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SunUpdate Connection System1.0.8リリー
スノート

本書は、SunTM UpdateManagerアプリケーションおよび SunUpdate ConnectionHostWebア
プリケーションを使用して SolarisTM 10オペレーティングシステムのアップデートを管理
する場合に起きる可能性のあるバグおよび問題について説明します。SunUpdateManager
アプリケーションおよび SunUpdate ConnectionHostWebアプリケーションは、SunSM

Update Connection System 1.0.8製品の一部であり、以前は SunUpdate Connection, System
Edition 1.0.x製品と呼ばれていました。

本書は、SunUpdate Connection System1.0.8の情報によって更新されまし
た。http://docs.sun.com/app/docs/coll/1320.1で入手できる『SunUpdate Connection
System 1.0.8管理ガイド』の詳細な製品情報を補足します。

必須のアップデート
SunUpdate Connection System 1.0.8のアップデートは直接インストールすることができま
す。該当するアップデートをシステムにインストールすることによって、Release 1.0.8に
アップグレードします。

� SPARC: 121118-07
� x86: 121119-07

要件と制限事項
SunUpdate Connectionには、次のような制限があります。

� Solarisサポート。SunUpdate Connection 1.0.xは Solaris 10システム向けに設計されてい
ます。Solaris 8システムおよび Solaris 9システムでは、引き続き Sun PatchManager 2.0
を使用してアップデート管理作業を行います。

� Solaris 10ゾーンサポート。SunUpdate Connection 1.0.4から、SunUpdateManagerアプ
リケーションおよび smpatchコマンドは、1つまたは複数のローカルゾーンがインス
トールされているシステムの大域ゾーンからのデフォルトの pkgadd動作をサポートし
ます。このデフォルト動作によって、大域ゾーンからUpdateManagerのGUIまたは

1第 1 章
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smpatchコマンドオプションを使用して、システムのすべてのゾーンに関するアップ
デートの分析、ダウンロード、インストール、およびアンインストールを行えます。
UpdateManagerは、特定のアップデートを、指定ゾーンに対してインストールまたは
削除する要求をサポートしません。その代わり、デフォルトのプロセスを使用して、
すべての該当するゾーンでアップデートをインストールまたはアンインストールしま
す。

� Sunオンラインアカウントの問題。SunUpdate Connectionスイートの製品を使用する
場合、次のヒントを参考にしてください。

Sunオンラインアカウントに登録する場合、有効な電子メールアドレスを指定してく
ださい。すべての電子メールは、登録時に指定したアドレスに送信されます。たとえ
ば、パスワードを忘れたために新しいパスワードを送信するよう Sunに依頼した場
合、パスワードはリセットされ、指定の電子メールアドレスに送信されます。Sunオ
ンラインアカウントを持っていない場合は、Update ConnectionWebアプリケーション
にアクセスできません。登録時に言語設定を保存してください。SunUpdate
ConnectionWebブラウザアプリケーションに保存された言語設定は保持されません。

� Sunサブスクリプションキー。SunUpdate Connection 1.0.8では、ソフトウェアサポー
トを含む Sunサービス契約に関する英数字の ID文字列を「サブスクリプション
キー」と呼びます。「Sunサービスプラン ID」、「トークン」、および「サービス契
約ナンバー」も同じ IDを指します。ソフトウェアサポートを含むサポート契約のご
案内はご購入先が行い、最新の契約 IDをお知らせします。

既知の問題と回避策
バグおよび問題点は、次のカテゴリに分類されます。

� 10ページの「SunUpdate Connection SystemUpdateManagerのバグ」
� 12ページの「SunUpdate ConnectionHostWebアプリケーションのバグ」
� 13ページの「smpatchのバグ」

SunUpdate Connection SystemUpdateManagerのバ
グ
次のセクションでは、SunUpdateManagerアプリケーションを使用する場合に発生する可
能性がある問題について説明します。

「設定」ウィンドウの「通知」ダイアログボックスで選択したオプションが保存されな
い。(6437063)

説明:「ファイル」メニューから「設定」を選択して「通知」タブをクリックすると、デ
フォルトで「通知のアイコンとメニューの表示」が選択されます。これを変更して「通
知のアイコンとメニューの表示」を選択解除し、「適用」の次に「OK」をクリックして
も、変更内容が保存されません。

既知の問題と回避策
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原因 :通知アプリケーションを起動する swupnotスクリプトは、その起動の前に、ユー
ザーがGNOMEデスクトップ (CDE互換でない)を実行しているかどうかを
gnome-netstatus-appletが実行されているかをチェックすることによって確認しようとし
ます。このアプレットが実行されていないことが確認されると、スクリプトは終了しま
す。

回避策:「通知」ダイアログボックスで行なった選択を保存するには、
gnome-netstatus-appletを起動してください。GNOMEデスクトップパネルを右クリック
し、表示されるメニューから「パネルに追加」を選択します。表示される次のメニュー
から「インターネット」を選択してから、「NetworkMonitor」を選択します。次に
UpdateManagerを起動し、「ファイル」メニューから「設定」を選択して「通知」タブ
を選択します。選択を行なって「適用」の次に「OK」をクリックし、「設定」ウィンド
ウを閉じます。これで選択内容が保存されます。

注 –この回避策は、GNOMEパネルを実行しているセッションのみに適用できます。ユー
ザーが実行しているCDE、またはUpdateManagerを遠隔で表示しているCDEには適用で
きません。

既知の問題と回避策
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SunUpdate ConnectionHostWebアプリケーション
のバグ
次のセクションでは、SunUpdate ConnectionHostWebアプリケーションを使用する場合
に発生する可能性がある問題を示します。

� SunUpdate ConnectionHostWebブラウザアプリケーションで、すでに開いているブラ
ウザではなく、新しいデフォルトのブラウザが起動される。(6263022)

説明: UpdateManagerで「Manage at SunUpdate Connection」ボタンをクリックすると、
MozillaTM 1.7ブラウザで新しいウィンドウが開きます。すでに開いているブラウザ
ウィンドウは使用されません。Firefoxで作業している場合に「Manage at SunUpdate
Connection」ボタンをクリックすると、開いているブラウザではなく、新しいインス
タンスのMozilla 1.7が開きます。

原因:開いているWebブラウザウィンドウではなく、/usr/dt/bin/sdtwebclientファイ
ルでデフォルトとして指定されてるWebブラウザの新しいインスタンスが、Update
Managerによって起動されます。

回避策: Firefoxをシステムのデフォルトブラウザにするには、
/usr/dt/bin/sdtwebclientファイルを編集します。DEFAULT_BROWSER_LISTで始まる行
に、firefoxのパスを追加します。
DEFAULT_BROWSER_LIST="location-of-firefox/firefox mozilla netscape sun_netscape

netscape6"ここで、location-of-firefoxを firefoxコマンドに置き換えます。

� Internet Explorerの「戻る」ボタンを使用すると、「警告:ページの有効期限切れ」エ
ラーが発生する。(6321525)

説明:ブラウザの「戻る」ボタンをクリックすると、次のエラーが表示されることが
あります。「警告:ページの有効期限切れ。要求したページは、フォームで送信され
た情報を使用して作成されました。このページはもう利用できません。セキュリ
ティ保護のため、情報は自動的には再送信されません。情報を再送信し、このWeb
ページを表示するには、ツールバーの [更新]ボタンをクリックしてください。」

回避策:このエラーを回避するには、指示に従ってページを更新します。要求した
ページに戻れないことがあります。また、タブがページの内容に合わせて正しく整列
されないことがあります。ページ間を移動する場合、ブラウザのナビゲーション機能
を使用せずに、Webブラウザアプリケーションに表示されるナビゲーションタブ、ボ
タン、およびリンクを使用します。

既知の問題と回避策

SunUpdate Connection System1.0.8リリースノート • 2006年 7月12



smpatchのバグ
このセクションでは、smpatchコマンドに固有の問題を示します。

� システムを再起動しても、保留中のアップデートがインストールされない。(6260402)
説明: smpatch updateコマンドを実行すると、特別な処理を必要とするアップデートが
システムの次の再起動時にインストールされます。rebootコマンドを使用しても、ま
たは、スーパーユーザーとして Sun JavaTM Desktop Systemの再起動メカニズムを使用
(ログアウトして「ログアウト」ダイアログボックスの「再起動」を選択)しても、保
留中のアップデートがインストールされません。このアップデートはインストールが
保留されたままです。

回避策: init 6コマンドまたは shutdown -i 6コマンドを使用して、システムの再起動
と保留中のアップデートのインストールを行います。

� smpatch (IM)マニュアルページを修正して、JAVA_HOMEコメントを削除する必要があ
る。(6426291)
説明: Javaのいずれかのバージョンで smpatchコマンドを使用する場合、マニュアル
ページでは、JAVA_HOMEフィールドを変更するように指示します。Solaris 10は Java
1.5.xと互換性があります。smpatchコマンドが機能するために、usr/javaリンクが
Java 1.5.xを指すようにします。

既知の問題と回避策
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